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掌
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争
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縷
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組
織
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ラ

ラ

第

一
節

平
等
芝
笠
間
(労
働
全
収
椛
)↑
日
豊
肌
誓
・、平
等
に
舞
働
全
政
権
に
平
等
ざ
安
固
-

第
二
聯

交
換
ゴ

『分
配
の
自
然
法
則
』
L

第
三
節

自
由
競
争
主
義
の
長
所
及
び
訣
黙
↑
長
所
仁
訣
貼

く

第

三
草

相
互
協
力

の
上
ト
立

つ
経
済
組
織
の
検
討

}
次
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掲
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・意
思
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載

自
由
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争
の
上
に
立
つ
脛
濟
組
織
の
検
討

第

一
節

季
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固

〔
勢
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敗
権
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m
乱

uっ
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乙

↓

自
由
競

争

ε
、は

、
言

ふ
迄

も
な
く

、
肚
會

各

個
人

の
利
己
的
活
動

を
是
認

し
、
.彼
等

を
し
て
夫

々
自
己

の

最
も
有

利
な
り

ε
信
ず

る
方
面

に
自
由

に
活
動

せ
し

む

る
の
制
度

を

い
協
の
で
め

つ
て
.
こ
れ
を
言
ひ
換

へ
れ
ば

個
人
主
義

に
外

な
ら
な

い
。
此

の
思
想
は
夙

弔
英

国

に
於
て
第
十
七

、
八
世

紀

に
起

つ
た
も

の
で
め

つ
て
、

チ
ャ

イ

ル
ド
、

ペ
ナ
ィ
、

キ

ン
グ
、

ヒ
ワ

ム
等

を
経

て
、

ア
ダ

ム
。

ス
ミ
ス
に
至

っ
て
経
済
學
上

の
根
本
概
念

ε
な

つ

カ
。

ス
ミ

ス
は

、
沓

個
人
が
官

己
.の
利
益

を
遣

ふ
の

は
、
人
類
共

通
の
性
情

で
あ

っ
て
、

こ
れ
有

る
が
故

に
人
類

■



は
期

せ
ず

し

て
常

に
最
大

の
幸

幅
を
待

つ
』
あ

る
も

の
で
あ

る
こ
な
し

た
。
彼

曰
く
、

ヤ

も
　

も

や

で

つ

「
自

分
自

身

の
境
遇
を

よ
り
善

く
せ
ん

ε
す

る
の
、
各

個
人

の
自
然
的
努
力

は
、
自

由

ε
安
固

ε

の
保

護

を
以

て

力

を
揮

ふ

こ
ご
を
許

さ
る

、
な
ら
ば

、
極

め
て
有

力

な

る
主
義

で
あ
ザ

、
從

っ
て
そ
は
、
輩
濁

で
も

つ
て
何
等

の
援

助
な
一

ε
も

、
肚
會

を
富
裕

ご
繁
榮

ご

に
齎

ら
す

こ
ε
が
出
来

る
の
み
な
ら
す

、
人
間

の
,立
て
た
法

則
が

愚
劣

で
あ

る
矯

め

に
そ
れ

に
よ

っ
て
屡

玉
具

の
活

動
が
妨

げ
ら

れ
た

る
所

の
、
敷
多

の
不
遜
な

る
障
碍

を
征

服

均

す

る

こ
ε
が
出

來

る
、
云

々
。
」

今

日

の
縄
濟
組
織

は
、
完

全
な

る
自
由
競
争

の
上

に
立

っ
て
は

み
な

い
け
れ

こ
も
、
然
し
或

る
人
な

る
程

度
ま

で
は
撚

り
ε
吉

ふ
こ
ε
が
出
家

る
。

資
本
家
も
勢
働

者
も
、
農
業
者
も

工
業
者

も
、
只
管
自
己

の
利
益

を
追

ふ
こ

ビ
を
唯

一
の
目
標

ε
し
て
、
脛
濟

的

活
動
を
な

し
て

み
る
。

又
資
本

家

同
志

の
間

、
労
働
皿君
同
志

の
間

、
工
業
者

へ

も

同
志
の
間
、
叉
農
業
者
同
志
の
間

に
も
、
只
管
他
人
を
排
し
て
自
O
の
境
遇
を
よ
り
善
く
な
さ
ん
己
の
暗
闘
が
贈

　

む

む

む

に
行
は

れ
て
る

る
。
而

か
も
各

個
人
の
間

に
只
者
階

級

の
問

に
、夫

々
力

の
相
違

が
あ

る
。
金
力
、
筋
力

、
権
力

、

又

智
力

に
於

て
▼
彼

等
は
卒
等
た
り
得

な

い
。

佃

で
彼
等

の
間

に
富
及

び
幸

幅

の
分
配

に
不
卒

等

が
起

る

の
は
、

洵

に
自
然

の
勢

で
あ

る
。
實

に
タ

ム
ス
ソ
の
官

へ
る
如
く
、
・、勢
働

に
よ

っ
て
生
産

さ
れ
た

る
品
物

の
分
配
に
於

け

も

や

も

ぬ

エ

も

　

つ

　

　

　

む

　

　

　

　

む

　

の

　

る
絶
対
的
否
等
は
、
…
…
個
人
的
競
争
の
制
度

の
下

に
於
て
は
、
貴
行
が
不
可
能
で
め
る
、
或
は
假
ひ
實
行
さ
れ

聡

得

る
さ
す

る
も
、

そ
は
不
得
策

で
あ

る
。」
自
由
競
争

ε
分
配

の
雫
等

ε
は
、
斯

く
て
相
容
れ

ざ
る
二

つ
の
概
念

で

あ

る
。

ラ

　
　

二
.

尤
も
今

日
自

由
競

争

の
制

度
の
下
に
於

て
も

、
富

の
分
配

の
平
等

ε

い
ふ

こ
ε
は
、
若

し
吾

々
が
強
制

ε
.

.
(

設
.
苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(
二
)

第
†
三
巻

(第
三
號

=

三
)

四
〇
七

12)A.Smith,WealthofNations,II・P,43.

13)Distribution
,P.95.



凸

設

苑

艸
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(二
)

第
†
三
巻

(第
三
醒

=

四
)

四
〇
入

い
ふ
外

部
的

の
力
を
用

ふ
る

こ
ε
が
出
來

る
な
ら
ば

、
必
ず

し
も

不
可
能

で
は
無

い
筈

で
あ

る
が
、

し
か
し
タ

ム

ス
ン
に
よ
れ
ば

、
こ

の
強
制

ε
云

ふ
こ
ε
は
、
自
由

競
争

ε
両
立
す

べ
か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
且

つ
其

の
両

　

む

立
を
不

可
能

な
ら
し

む
る
も

の
は
、
自
由
競
争

の
制

度
に
鉄

く

べ
か
ら

ざ

る
所

の
、

分
配

の
安
固

〔し。
・8
葺
罵
)
の

要

求
で
あ

る
。
.然
ら

ば
分
配

の
安
固

ε
は
何
を

い
ふ

か
。

タ

ム
ス
ソ
に
よ
れ
ば
、
富

ε
は

「
欲
望

の
目
的
物

』

で
あ

っ
て
、『
勢
働

に
よ

っ
て
獲

得

さ
れ
た

る
」
も

の
を
云

瑚
ふ
。
從

っ
て
土
地
、

空
気
、
水

、
光

、
入
、
馬

等
は

、
そ

の
生
産

に
勢
働
を
要

し
な

い
か
ら

、
そ

れ
の
み
で
は
富

励

も

カ

へ

.

π

b

得

な

い

。

富

は

穏

て
勢

働

に

よ

っ

て

獲

得

さ

れ

π

も

の

で

あ

る

。

故

に

『
勢

働

は

富

の

唯

　
の

親

で

あ

る

。
」

(註
)(註

)

な
ほ
之

ミ
同
時
に
、
富
の
便
値
の
尺
度

ご
な

ろ
も

の
も
舞
働
で
赴
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
タ

ム
ス
ン
に
よ
れ
ば
、

一
定
の
富

の
償
値
ば
、之
か
生

産
で
る
'ト
必
要
な

る
、『
蓮
常
の
筋

力
ミ
技
術

ぎ
た
有
す
る
人

々
の
労
働
の
平
均
的
分
量
』
に
礁
じ
て
、
定
ま
ろ
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
此
等
の
思
想

は
、
か
.の
リ
カ
ア
ド
の
そ
れ
ピ
全
然
相
等
し
い
。
唯
だ
リ
カ
ア
ド
に
、
主

こ
し
て
富
の
交
換
便
値

に
就
て
の
芽
働
尺
度
説
た
中
心
概
念

・な
し
れ

る
に
反
し
・
タ
ム
ス
ソ
に
・
寧

ろ
富
そ
の
物
の
獲
生

に
つ
ゼ
て
の
勢
勧
説
為
.重
要
観
し
た
る
酷
が
、
両
者

の
趣

心
裏
に
ゼ
る
所
で
あ

ろ
。
現

ド
タ

セ

も

ら

も

も

ち

ム
ス
ン
に
・『
交
換
上

の
慣
値
に
・
富
の
概
念
に
殆
.巳
常
に
附
随

し
て
に
る
う
が
・
そ

几
に

必
要
で
に
な
い
。
何
故
な
れ
ば
・
小
さ
な
諸
共
産
艦

に

動

何
等
の
交
換
な
な
さ
な
か

っ
た
け
れ
ざ
も

、
共
同
拶
働

に
よ

つ
て
蜜

み
且

つ
手
編
で
め
っ
た
か
ら
、』
こ
言

っ
て
居

る
。
是

に
出
て
観

る
も
、
交
換

慣
値
な
重
ん
ず

ゐ
資
本
主
義
纒
濟
學
ピ
数
用
叉
に
幸
繭

の
増
加
為
主
眼
ピ
す
ろ
砒
會
主
義
経
済
學
ご
の
封
照
が
明
白
で
あ
ら
う
。
.

富

の

意

義

及

び

勢

働

ご

富

ε

の

關

係

に

關

す

る

タ

ム

ス

ソ
の

考

は

、
.以

上

述

ぶ

る

が

如

一

で

あ

る

が

、

彼

は

こ

む

む

　

の
考
を
更
に

一
歩
進
め
て
、
勢
鋤

の
提
供
春
泥

る
各
個
人
は
、
彼
れ
の
勢
働
生
産
物

の
全
使
用
の
権
利
を
有
す

べ

　

む

む

む

む

き
こ
ざ
を
誘

い
戸
。
今
日
所
謂
勢
働
全
敗
橿
が
即
ち
之
で
め
る
。
惟
ふ
に
此
の
推
理

の
過
程
は
極
め
.
、自
然
的
で

14)
15)
16)

Ibid.P.9.

Ibid.P.7.

]bid・P.6
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↓

あ

っ
て
、
何
等

の
矛
盾
を
も
含
ま
な

い
で
あ
ら
う
。
蓋

し
勢
働

が
富

の
唯

一
の
生
産
者

で
あ

る
ε
い
ふ
以

上
、
或

る
個
人
の
勢
働
の
み
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
富
-

若
し
斯
か
る
富
が
あ
る
こ
す

る
な
ら
ば
一

が
全
部
彼

、

れ
の
所
有

に
移

る

べ
き

で
あ
る

ε
い
ふ
こ
ご
は
、
各

個

人

の
利
己
心

の
獲
動

を
是
認
す

る
限

り

に
於

て
、
當
然

に

推
理

し
得

ら
る

、
事
柄

で
あ
る
が
故

で
あ

る
。

タ

ム
ス

ン
は
、
斯
く

の
如
て

各
個

人

に
彼
れ

の
勢
働

の
生
産

物

だ

　

　

る
富

の
全
庭

分
権

を
保

謝
す

る
こ
ξ
を
、
分
配

の
安
固

ご
稠
し
た
。

、

三

若

し
も
自

由
競
争

の
制
度

の
T
に
於

て
此

の
分
配

の
妥
固
が
無
く
.
各
個

人

は
必
ら
す

し
も
自

己

の
勢
働

く
の
杢
生
産
物

を
享

有
す

る
こ
ぜ
が
出

家
な

い
も

の
ピ
す

る
な
ら

ば

↓肛
會

の
生
産

力
は
激
減

し
從

っ
て
砒
會

の
幸

輻

は
そ
れ
だ
け
減

少
せ

し
め
ら

る

、
で
あ
ち

う
。
何
故

な
れ
ば
自
己

の
勢
働

に
封
ず

る
十

分
な

る
報

い
を
受

く
る

こ
ぜ
な
し

に
、
他

人
の
便
益

の
爲

め

に
勢

働
を
続

く
る

こ

い
ふ
が
如

き

こ
ε
は
、
普
通

人
の
爲

さ
ゴ
.る
所
で

あ

っ

て
、
天
芝
を
各

人

に
強
要
す

る

こ
ε

は
、
道
徳
上

の
不

可
能

事
を
張

ふ

る
も

の
で

め
る
か
ら
。

是
に
於

て
自

由
競

争

ε

い
ふ
こ
ざ

}
分
配

の
安
固

ε

い
ふ

こ
ε

y
は
、
密

接

不
可
離

の
關
係
を

も

つ
て
居

る
も

の
ε
言

は
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
而

か
も
分
配

の
安

固

の
要
求

は
、
紹

て
の
人

が
同

　
の
勢
働
能
力

を
有

し
て
而

し
て
同

】
の
勢

働
を

な

さ
蜜
る
限

b
、
各
人

に
悉
く
異

れ

る
分
量

の
富

の
所

有
を
保

禮
す

る
こ
ご
、
上
述

せ

る
所

よ

り
し
て
明

か
な

る

所

で
め
る
。
斯

く

て
自

由
競
争

を
前
提

ご
す

る
以
上

、

分
配
の
安

固

が
保
護
す

る
所

の
分
配

の
不
公
孕

に
謝

し
て

強
制
力
を
以

て
分
配
の
午
等

を
行

は
ん
ε
す

る
は
、
正

反
蜀
な

る
要

求
を
同
時

に
充

た

さ
ん
ε
す

る
も

の
で
あ

っ

て
、
到
底
不
可
能

事
乾

る
を
免

れ
な

い
。

之
を
要
す

る
に
、
自
由
競
争

の
下

に
於

て
季
等

を
實

現

せ
ん
ε
せ
ば
強
制

に
よ

る
の
外

な
一
、
而

か
も
自
由
競

就

苑

井
リ
ヤ
ム
・
タ
ム
ス
y
の
分
配
論
(二
)

第
十
三
巻

(第
三
號

一
一
五
)

四
〇
九

'

,



読

売

井
サ
ヤ
台

タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔二
)

第
+
三
巻

(第
三
號

一
=
C

四

一
Q

孚

の
成

立
要
件

た

る
安
固

の
要
求
は
強
制

を
排
斥
す

る
。
是

に
於
て
、
自
由

競
争

ε
卒
等

ε
は
如

何
に
す

る
も
相

調

和

さ
れ
得
ざ

る
所

の
も

の
で
あ

る
こ
ご
が
.
明

か
で

あ

る
。
更

に
突

き
詰

め
て
考

ふ
る
な
ら

ば
、

こ
の
こ
ざ
は

相

矛
盾
す

る
駈

の
二

つ
の
要
求

、
即

ち
李
等

ざ
安

固

ε

い
ふ
二

つ
の
要
求
.

の
衝
突

で
あ

る
ε
見

る
こ
ε
が
出
來

　

む

や
う
。
卒
誓

`
安

固
。
前

者

は
最
大
多
数

の
最
大
幸

嘔
を
富

の
分
配
に
よ

っ
て
實
現

せ
ん

こ
ε
を
目

的

ε
し
。
後

　

　

者
は
富
の
生
産
に
劃
す
る
最
も
強
き
刺
戟
を
確
保
す

る
こ
ε
に
よ
っ
て
、
間
接
に
人
類
の
幸
嘔
を
増
進
せ
ん
ε
す

」

る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
分
配
の
爲
め
の
分
配
政
策
で
あ

っ
て
、
後
者

は
生
産
の
薦
め
の
分
配
政
策
で
あ
る
。
此

等
は
、
自
由
競
争

の
制
度
の
下
に
於
て
は
互
に
相
容
れ
ざ
る
主
張
で
あ
る
。

】
方
は
他
方
を
犠
牲

に
す
る
こ
ε
に

よ

っ
て
の
み
成
立
し
得
る
。

前
述
せ
る
如
く
タ
ム
ス
ソ
は
李
等
を
似
て
人
類
幸
幅
の
増
進

の
上
に
最
も
有
用
な
る
永
久
的

の
要
求
で
あ
る
ざ

な
し
詫
。
こ
は
如
何
な
る
場
合

に
も
從
は
る

犀、
き
原
則
あ
る
ε
彼
は
考

へ
π
。
併
し
乍
ら
自
由
競
争
の
制
度
の
下

に
於
て
は
安
固
の
要
求
を
無
視
す
る
こ
ピ
が
出
來
な
い
。
傍
で
彼
は
此
等
の
両
要
求
を
残

る
程
度
に
於
て
妥
協
せ

し
め
や
う
ざ
試
み
々
。
曰
く
、
自
由
競
争
の
制
度
の
下
に
於
て
は
、富

の
絶
対
的
孕
等
は
問
題
ご
な
ら
な

い
か
ら
、

吾
々
は
、
最
大
の
生
産
に
相
反

せ
ざ
る
範
圏
内

に
於
て
、
一

即
ち
安
固
の
要
求
に
違
反
、せ
ざ
る
範
圏
内
に
於
て

一

能
ふ
限
り
平
等

に
接
近
す
る
こ
ε
セ
目
的
ε
す
る
の
外
な
し
、
ε
。
然
ら
ば
卒
等

ξ
安
固

ε
を
不
徹
底
な
が

ら
も

輿
脇

せ
し
む

る
所

の
も

の
は
何

で
あ

る
か
。

タ

ム
ス

ン
の
所
謂
任
意
的
交
換

が
即

ち
是

で
あ

る
Q

第

二
節

任

意
的
交
換

(<
〇
一⊆暮
巽
}・
国
莞
冨
茜

Φ
)

一

自
由
競
争

の
制
度

の
下

に
於

て
、
吾

々
は
安
固

の
要
求

に
鑑

反

せ
ざ

る
程
度

の
卒
等

に
満
足

せ
ざ

る

べ
か

(

17)Cf.Distribution,P.95.
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・

`

ら

ざ

る
こ
ε
は
、
前
節

に
述

ぶ
る
所

の
如

く

で
あ

る
。

故

に
本
節

に
於

て
は
、
安
固

に
よ

っ
て
限
定
せ
ら
れ
た

る

千
尋
.ご
は
如

何
な

る
程
度

の
も

の
で
あ

る
か
、

に
就

て

タ

ム
ス
ソ
の
駈
説
を
親

や
う
。

彼

れ
の
考

に
よ

れ
ば
、
勢
働

は
富

の
唯

一
の
生
産
要

素

で
あ

る
。
而

し
て
勢
働

の
提
供
者

は
、
そ
の
勢
働

に
よ

っ
て
生
産

さ
れ
だ

る
富

を
全
部
庭
扮
す

る
こ
ε
が
出

来

な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
是

に
於

て
、
勢
働
を
多

く
提

供
す

る
も

の
は
多

く

.齢
富

を
得

、
勢
働

を
少
く
提

供
す

る
も

の
は
少

し
の
富
を
得

る
の
み
で
あ
b
、
而
し

て
勢
働
を
全

く
提

供
せ
ざ

る
も

の
は
全

く
富

を
得

ざ

る
こ
ε

、
な

る
。

從

っ
て
彼

等
の
間

に
富

の
分
配

の
不
孝
等

を
生
す

る
。

然
ら

ば
富

を
過

分

に
有
す

る
者

の
剰

飴

の
富

は
如
何

に
威

分

さ
る

べ
き
で
b
る

か
。
富
を
有
せ
ざ

る
者

は
如

何

に

し
て
共

の
享
築

に
興

る
こ
ビ
が
出

來

る
か
。
過

分
の
富

を
強
制

的

に
足
ら
ざ

る
所

に
移
す

こ
`
は
、
自
由
競
争

の

制

度

の
下

に
於
て

は
、
安

固
の
原

則

が
之
を

許

さ
な

い
。

タ

ム
ス
ソ
は
、

藪

に

一
つ
の
原
則

だ
し
て

「
任

意
的

交
換
」

の
理

を
説

い
た
。
『
任

意
的
衣
換
」
ご
は
、
富

を
得

ん
ざ
す

る
人
が
、

そ
の
富

を
鯨
分

に
所
有

せ
る
人

に
、
後

者
が

正
當
な

る
劃
等
量

で
あ

る
ざ
任
意

に
認
定
す

る
所

の
も

の
を
與

へ
て

、
そ
れ

ε
引

換

へ
に
そ
の
富

を
得

る
の
方
法
を

い
ふ
。

こ
れ
に
は
、
富

の
所
有
者

が
、
自

己

の

、

交
付
す

る
富

に
正

に
封
等

す

る
も

の
を
得

る

こ
巴
、
及

び
そ

が
果

し
て
自

己

の
與

ふ

る
富

に
封

等
し
て
居

る

か
ご

う

か
の
認
定

は
、
全
然
彼

れ

の
自
由

意
思

に
出

で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
ε

い
ふ
こ
ε
、

の
二

つ
の
條
件

が
必
要

で

あ

る
。

さ
れ
ば
、
若

し
富

の
所

有
者

が
自

己

の
與

ふ
る
富

に
謝

し
て
何
等

の
鍬
雑
物

を
得
ざ

る
か
、.
若

く
は
俵

ひ

之
を
得

る
ε
す

る
も

、
自

己

の
自
由

な

る
判
断

に
よ
ら

ば

そ
は
決
し

て
野
寺
物

ε
消
す

る
を
得

ざ
る
も

の
で
あ

る

な
ら

ば
、

こ
は
『
任
意
的
交

換
」
`
は
構
し
難

い
。

哉

苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(二
)

第
十
三
巻

(第
三
號

一
】
七
)

四

一
一

●



説

苑

井
リ
ヤ
ム
。
タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
〔二
)

.

第
十
三
巻
.
〔第
三
號

　
一
入
)

囲
二

二

タ

ム
ズ

ソ
は
、
此

の
原

則
が
確
實

に
行

は

る

エ
な
ら

ば

、
最
大

の
生
産
を

確
保

し

つ
玉
孚
等

を
或

る
程
度
ま

で

實

現
し
得

べ
き
こ
ε
を
述

べ
て
み

る
。
其

の
理
由

は
、

」
方

に
鯨

分
の
富

の
所

有
者
は
、
自
己

が
正
常
な
り

ε
信

ず

る
対
等
物

を
入
手

し
得

る
が
故

に
、
分
配

の
安
固

ご

い
ふ

・旨
ご
を
無

視
せ
ら
れ
ざ

る
ε
共

に
、
他

方

に
富

の
鉄

ぬ

マ

乏

を
威
す

る
人
は
、
之
を
飴

分
に
有
す

る
人

よ
り
受

く

る
所

の
富
で
も

つ
て
、
與

ふ
る
者
よ
り

も
よ
b
多

く

の
幸

幅

を
享

く
る

こ
ε
が
出
來

、
從

っ
て
富
及

び
幸
幅

の
可

及

的
卒
等

を
可
能
な
ら

し
む

る
が
故
で

あ
る
。

々

ゴ
藪

に

問
題

ε
し
て
麗

っ
て
来

る
の
は

、
然
ら

ば
非

生
産

者
は

如

何
な

る
も
の
を
対
等
物

ε
し
て
富

の
所
有
者

に
與

へ
る

か
、

ε
い
ふ

こ
`
で
あ

る
。
非
生
産

者
は
、
交
換

し
て
與

ふ

べ
く
何
等

の
富

を
も
所

有
し
て

み
な

い
。

タ

ム
ス
ソ

は
之

に
答

へ
て
孜

の
如
く

盲

っ
て
居

る
。

嘲

ヤ

セ

め

で

ヘ

セ

、
「
非
生
産
者
は
、
現
在
に
於
て
は
官
三

原
丈
に
は
「
こ
れ
」
≦
い
ふ
代
名
詞
が
使
っ
て
あ
る
)
を
有
っ
て
み
な

い
、

併
し
彼
が
勢
倒

立
才
幹
ぜ
を
有
す

る
限
り
、
彼
は
そ
れ
(
富
)
を
生
産
す
る
の
手
段
を
持

っ
て
る
る
鐸
で
あ
る
、

…
…
富
ε
財
産

ご
の
源
泉
は
、
彼
自
身
の
内
に
め
る
。
非
生
産
者
は
、
生
産
的
勢
働
者
よ
b
其

の
勤
勢
の
飴
身

の
生
産
物
を
獲
得
す
る
の
に
、
表

面
よ
は
異
る
が
如
く
見
ゆ
る
け
れ
ぜ
も
貴
賓

に
於
て
は
同

一
物
で
あ
る
所
の

二
つ
の
方
法
を
有
す
。
(即

ち
)彼

は
、
彼
が
欲
す

る
品
物

の
生
産
者
即
ち
所
有
者
の
指
揮
の
下
に
、
彼
れ
の
勢

働
を
置

い
て
、
勢
働
ご
い
ふ
形
で
謝
寺
物
を
相
手
方
に
十
分
に
與

ふ
る
ま
で
爾

か
す

る
か
、
或
は
〔富

の
)
所
有

者
が
十
分
な
る
封
尋
物
で
あ
る
ε
思
考
す

る
で
あ
ら
う
所

の
成
る
品
物
を
探
索
叉
は
準
備
す
る
爲

め
に
、
彼

れ

の
勢
働
を
用

ふ
る
か
で
あ
る
。」

是
に
出

て
親
れ
ば
、
井
生
産
者
は
生
産
者
に
自
己
の
勢
働
其
物
を
使
用
せ
し
む
る
か
、
若
く
は
生
産
者
が
欲
す

18)lbid.p,96.
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ゴド

る
で
あ
ら

う
所

の
富

を
探
索

叉
は
準
備
す

る
矯

め
に
自
己

の
勢
働
を
使
用
す

る

か
に
よ

っ
て
、
富

の
享
樂

に
参

興

す

る
こ

ご
が
出

来

る
も

の
ご
、

タ

ム
ス
ン
は
解

し
て

み
る
。
此

の
解
繹

は
、
非
生
産

者

が
勢
働

能
力
者

で
あ

る
場

合

に
は
、
、何

等

の
疑

義
を
惹
起

さ
な

い
で
あ
ら

う
け

れ
こ
も

、
若

し

・
非
生
産

者

が
勢
働

不
能
者

で
あ

る
場
合

に

は

、
こ
は
不
十

分
た

る
を
耽

れ
な

い
。

タ

ム
ス
ソ
は

此

の
黙

に
就

て
極

め
て
腰
味

な
る
説

明
を
し

か
輿

へ
て
る
な

い
嚇ラ二

身
上
述

ぶ
る
所

に
よ

っ
て
、
『
任
意

的
交
換

』
が
孕

等

ど
安
固

ε

の
矛
盾

を
或

る
程

度
ま
で
融
和
す

る
の
作

(
用

を
有
す

る
こ
ε
に
就

て
の

タ
ム
ス

ン
の
所
説

は
、
界

よ
明

か
ε
な

つ
だ
で
あ
ら
う

が
、

タ

ム
ス

ソ
は
此

の

「
任

意
的
交

換
』
な

る
原

則
を

以
て
、
他

の
二
原

則

ご
共

に
、
自
由
競
争

の
制
慶
の
下

に
於
け

る
『
分
配
の
自

然

法
則
」

で
あ
る

ε
な
し

て
み
る
。
余

は
、
今
ま

で
自
由
競
争

の
脛

濟
組
織

に
就

て
述

べ
ら

れ
来
り
た

る
事
柄

を
総
括
す

る

の
意
味

を
以

て
、
便
宜
上
此
虚

に
タ

ム
ス
ソ
の
所
謂

「
分
配
の
自

然
法
則
」
な

る
も

の
に

一
瞥
を

加
ふ

る
で
あ
ら
う
。

此

の
浅
側

の
第

一
は
、
「
総

て
の
勢
働

は
、
其

の
指

導
#

び

に
織
綾

に
關
し
て

、
自

由
且

つ
自
腰
的

で
な
け
れ
ば

の

な
ら

な

い
。」
ε

い
ふ
の
で
あ

る
。

こ
は
者

個
人

の
利

己
的
活
動

を
認
む

る
以
上

、
當
然

に
要
求

さ
る

べ
嘩
原

則

で

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。

、
.
-

第
二

の
法

則
は
、『
凱
働

の
総
て

の
生
産
物

は
、
を

の
生

産
者

に
保
護

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
㏄
」
ξ

い
ふ
の
で
.

あ

っ
て
、

こ
は
既

に
労
働

全
般
椹

の
主
張

ε
し
て
説

明
し
た

る
所

で
あ

る
。

第
一二
の
法

則
は
、
此
等

の
第

一
及

び
第

二
の
法
則

よ
り
演
繹

さ
れ
た
も

の
で
.あ

っ
て
、
「
生
産
物

の
総

て

の
交

換

は
、
自

由
且

つ
自
讃
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
』
ε

い
ふ

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
本
節

の
前

年

に
説
明
を

加

へ
た

る

競

苑

井
リ
ヤ
ム
.タ
ム
ス
y
の
分
配
論
(二
)

第
†
三
谷

(第
三
號

=

九
)

四

一
三

19)

20)

21♪

Cf.ibid.p・97・

Ib孟d.P.174andp.1フ8.

Ibid・P.175a【 】dp.,y8・

」

「



説

苑

井
グ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(二
)

第
†
三
巻

(第
三
號

「
二
〇
)

四

一
四

所

の
も

の
で
あ
る
。

.

撫

で
以
上

の
三
法
則
は
、
若

し
も
忠
實

且

つ
公
季

に
行

は
る

、
な

ら
ば
、
富

の
生
産

を
其

の
最
大
限
度

に
保
持

す

る
の
み
な
ら
す

、
不
卒
等

よ
り
起

る
不
利
益

を
其

の
最
小
限
度

に
止

む
る
で
み
ら

う
。
自
由
競
争

の
制
度

の
下

に
於
け

る
経
済

組
織

が
享
受

し
得

る
最

大
限

度

の
幸

福
は
、
此
等
.の
法

則
に
よ

っ
て
の
み
確
保

さ
る

》
も

の
で
あ
.

る
。

第
三
節

自
由
競

争
主
義

の
長
所

及

び
敏
黙

、

ぎ
ノ一

自
由
競

争

の
制
度

ε
分
配

の
雫

等

ε
い
ふ
こ

ご

〉
が
相

容

れ
ざ

る
も

の
な

る
こ
ε
、
及

び
任
意
的

交
換

の

.

し
主
義

に
よ

っ
て
此
等

の
も
の
が
稽

≧
調
和

さ
れ
得

る
も

の
な

る
こ
ε
は
、
前
述

の
如

一
で
あ

る
。
任
意
的

交
換

に

よ

っ
て
李
等

ε
安
固

ξ
が
調
和
せ

ら
れ

た

る
時

に
、

タ

ム
ス
ソ
は
之
を
卒
等

な

る
安
固

(国
皇
巴

の①2
葺
乙

ご
稠

ん
だ
。

こ
の
孕

等
な

る
安
固

こ
そ

は
、
自
由
競
争

の
制

度
の
下
に
於
て
實
現

し
得

ら

る
》
最
大
限

度
の
正
義

で
あ

っ
て
、
而
し
て
そ
れ
ご
同
時

に
有
由
競
争
の
制
度
の
特
色
で
あ
る
。
今
日

の
實
肚
會
に
於
て
、
ー

タ

ム
ス
ン
所

謂
分
配
の
安
固
(即
ち
勢
働
全
牧
椹
)
が
確
立
さ
れ
て
る
な
い
耐
會
に
於
て
、
i

李
等
な
る
安
固
が
實
現
さ
れ
て

み
る
澤

で
は
決

し
て
な

い
け

れ
こ
も
、
併

し
、

タ

ム
ス
ソ
の
考

に
よ
れ
ば
、

こ
の
卒
等

な
る
姿
固

は
自
由

競
争
制

　

　

　

度
の
上
に
立

つ
今
日
の
縄
濟
組
織
に
於
て
實
現
し
得
ら
る
、
所

の
事
柄
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
若
し
こ
れ
が
確

立
さ
る
、
な
ら
ば
砒
曾
の
生
産
力
は
増
加
し
而

し
て
富
の
増
殖
及

ひ
幸
幅
の
増
進
は
期
し
て
待

つ
べ
き
も
の
が
あ

る
で
あ
ら
う
コ
何
故
な
れ
ば
、
か
の
野
攣
未
開

の
時
代
に
於
け
る
無
智
`
粗
野
、
か
の
歴
政
時
代
に
於
け
る
人
心

の
荒
塵
、
或
は
迷
信
邪
激
に
漏
せ
ら
れ
た
る
中
世
の
暗
黒
時
代
に
於
け
る
人

一6
の
萎
靡

こ
い
ふ
が
如
き
種
々
な
る

.
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束
縛
的

要
素

の
爲

め
に
、
肚
會

の
生
産

力
が
紫

制
せ

ら

る
Σ

こ
ズ
・な
く
、
各

人

の
利

己
心

の
命
ず

る
が
儘

に
自
由

に
冨
の
獲
得

の
矯

め
に
自

己
の
心
身

を
働

か
す

こ
ビ

が
出

來

る

か
ら

で
あ

る
。
自
由

、

こ
れ
は
實

に
人

々
を
し
て

最

大
限
度

の
活
動
を

な

さ
し
む

る
も

の
で
あ
る
。

タ

ム
ヌ

ソ
は

こ

の
黙

に
於
て
、
服
制

(
∩
。
目
陰
匠
o
P

奪

8
)
ε

い
ふ

こ
ε
の
最
も
有
害
且
.つ
不
利

益
な

る
こ
ε
を
強

調

し
て
み
る
。
強
制
-

た
ご
ひ
そ
が
漿
鷹

ご

い
ふ
形
で
な

さ
れ
た
ご
し
て
も

-1

は
人

々
の
勤
勉

力
を
鈍

く
し

、
從

っ
て
肚
會

の
生
産
力

を
束
縛
す

る
も

の
で
あ

る
、
ε

タ

鋤

ム
ス
ソ
は
育

つ
た
。
(強
制
或

は
制

限

の
例

ε
し
て
、

タ

ム
ス
ソ
ぽ
猫

占
を
擧

げ
、
奨
顯

の
例

ざ
し

て
、
外
国
貿

易

に
謝
す

る
漿
腐
金
制

度
の
如
き
を
墨

ゆ

、
面
し

で
此

等

の
も

の
が
如
何

に
砒

曾

の
生
産
力

、
延

い
て
は
肚
會

の
奉

職

の
大
小

に
悪
影
響

を
及

ぼ
す

か
、
を
説
明
し

て
み

る
。
)
斯
ぐ
て

タ
ム
ス
ソ
は

、
富

の
獲

得

の
爲

め
に
、
心
身

を

働

か
す
程

度
の
極

め
て
人
な

る
こ
ざ
、
之
を
以

て
自

由
競
争
主
義

の
長
所
.の
第

一
黙

な
り

ε
な

し
た
。

以
上

の
長
所

ε
關

達
し
て
蓮

ぷ

べ
き

は
、
知
識
及

び
道
徳

の
進

歩

ε

い
ふ
こ
ε
で
め

る
。
生
活

に
安
面

な
く

し

て
知
識
欲

の
満
足

を
得
難

く
瓢
道
徳

の
進

歩
は
期

し
難

い
。

而

か
も
生
活

の
安
固

は
、
自
由

勢
働

ξ
生
産
物

の
至

牧

ご
任
意

的
交
換

ε
に
よ

っ
て
得
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。

古
代
及

び
中
世

の
民
族
並

び
に
野
螢
民
族

に
比
し
て
、

,今
日

の
自
由

民
族

が
知
識
及

び
道

徳
の
黙

に
於

て
著

し
く
進
捗

せ

る
は
、

}
に
自
由
競
争
主
義

の
結
果

で
な
く

て

は
な
ら

な

い
。

タ

戯
ス
ソ
は
之
を

以
て
其

の
長
所

の
第

二
黙
な

り

ε
な
し
た
。

併

し
乍

ら
、
以
上
述

ぶ
る
所

の
長
所

は
、

こ
れ
で
以

て
完

全
な

る
も

の
で
あ

る

ご
考

へ
て
は
大

い
な

る
誤

で
あ

る
。
此
等

の
も

の
は
、
自
由
親
雪

主
義

の
制

度
が
古

代
及

び
中
世

並
び

に
野
螢
國

に
於

け

る
が
如

き
井
自
由

の
制

度

に
比
較

さ
れ
た

る
場
合

に
、
セ

れ
よ
り
も
大

い
に
勝

れ
て
居

る
黙

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、

之
を
其

の
理

想

説

苑

件
リ
ャ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(二
)

第
十
三
巻

(第
三
號

一
二
一)

四

】
五
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説

苑

井
リ
ヤ
ム
・タ
ム
ス
ン
の
分
配
論
(二
}

第
+
三
巻

〔第
三
號

ご
三
)

四

=
ハ

的
標
準

よ
り
観

る
ε
き
は
、
未

だ
茜

だ

し
く
不
十

分

た

る
を
脱

れ
な

い
の
で
あ
乃

。
タ

ム
ス
ソ
は
、
上

記
の
長
所

に
就

て
述

べ
た

る
後

に
、
次
の
様
に
附

け
加

へ
て
る

る
。
"

.

「
併

し
現
に
存
在
し
て
み
る
所
の
こ
の
活
動
、
知
識
、
及
び
仁
慈

(
道
徳
の
意
に
解
す

る
も
可
な
ら
ん
か
i

鐸
者
註

)
も
、
人
類

の
共
存

髄

の
幸

幅

の
薦

め
に
そ
が
斯
く

あ
る

べ
し

ε
望
ま

し

い
所

の
も

の
に
比
す

れ
ば
、

も

ヘ

ヘ

へ

も

其

の
分
量
は
果
し
て
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。
第

一
に
活
動
に
就
て
い
ふ
な
ら
ば
、
絶
謝
的
活
動

〔
最
も
完

全
な

る
活
動

の
恵
-

諜
者
註

)
に
就

て

は
、
未

だ
そ
が
有

る

べ
き
所

の
も

の

、
半
ば

に
も

達
し
て

み
な

い
、

へ

も

へ

も

マ

も

ヘ

へ

叉
善
導

さ
れ
た
る
活
動

に
就

て
は
、
未

だ
そ

の
十

分
の

.
も
達

せ
ら

れ

て

み
な

い
。

(
次

に
)
智
識

に
就

て

い
ふ

な
ら
ば
、

そ
は
、
多

く

の
国

々
に
於

て
、
近

年
孜

々
ぜ
し
て
開
獲

さ
れ
來

つ
π
観

れ
こ
も
、
な

憾
極

め
て
小
敷

の
人

々
に
限
ら

れ
、
而

し
て
富

ε
力

ざ
を
獲

得
す

る
爲

め
の
軍
な

る
手
段

こ
し
て
用

ひ
ら

れ
て
居

る
の
み

で
あ

る
。

大
群

衆

の
問

に
知
識

を
普
及
す

る
こ
ε
は
、

ま
だ
空
想

に
す
ぎ

な

い
。

(叉

～仁
慈

に
就

て

い
ふ
な
ら
ば
、

そ
は
不
幸

に
も
、
知
識

よ
り
も
更

に
限
定
せ

ら
れ
た

る
少
散
人

に
限
ら

れ
て
居

る
。総

て

の
過
去

の
時
代

並
び

に

現
代
に
於
て
、
肚
會

の
諸
制
度
は
、
1

人
々
の
境
遇
を
獲
生

せ
し
む
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
而

し
て
此
等
の
境

遇
は
行
爲
に
封
ず
る
慣
習
的
動
機
を
獲
生
せ
し
む
る
こ
ε
に
よ
っ
て
、
2一

人
々
を
我
利
主
義

に
走
ら
し
め
て

剛

仁
慈

の
心

よ
b
離

れ
し

め
た
。」

二

以
上
述

ぶ
る
如
く

、
自
由
競
争

主
義

は
可
な

り

の
程
度

の
長
所

を
も

つ
て
は
居

る
け
れ
ご
も
、

こ
は

　
定

く
の
範

園

に
限

定

さ
れ

て
る
て
、
自
由

に
其

の
覊
束

を
脱

し
得
な

い
。

こ
れ
益

し
此

の
主
義

が
種

々
な
る

敵
黒
を
有

し
て
居

る
爲

め
で
あ

る
。

タ

ム
ス

ン
は

、
自
由
競
争

の
弊
害
を
左

の
如

く
列
星

し
て

み
る
。

23) Il)id.p.368.
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『
最
も
制
限

せ
ら

れ
ざ

る
最

上

の
形

に
於

け
る
自

由
競
争

よ
b
生
起
す

る
所

の
、
此
等

の
弊
害

の
最

も
著

し

い

も
の
は
、
恐
ら
く
次

の
諸

項
目

の
下

に
含

ま
る

、
で
あ
ら

う
。

一
、
そ
は
【自
由
競
争
を
指
す
一

諜
者
註
)
、
人
生
の
総
て
の
日
常
事
に
於
て
、
我
利
主
義
-

仁
慈
主
義

に

必
然
的

に
相
反
す

る
所

の
ー
ー

を

行
為
の
主
た

る
動
機

ご
な

さ
し

め
る
。

二
,
そ
は
、
人
類

の

　
孚
即

ち
女
子

の
富

の
生
産
力

を

、
個
別
的

家
族
制
度

の
薦

め
の
浪
費

及
び
其

他

の
害
悪

に

よ

っ
て
、
鷹
擁

せ

し
め

る
。
而

し
て
塗
人

類

の
平
等

の
享
樂
#

び
に
最
大

の
幸
幅

に
ざ

つ
て
必
要
な

る
、
両
性
間

の
権
利
及

び
義
務

の
卒

等
化
を

し
て
、
假

ひ
不
可

能

ε
は
な
ら

し
め
な

い
で
も
、
少
く

ε
も
困
難

ε
な
ら

し

め

る
。
三

、
そ
は
、
各
個
人

の
知
識

に
開
放

さ
れ
た

る
、
判

断

の
範
圏

を
限

定
す

る
矯

め

に
、
塒

ε
し
て
個

々
人

の
努

力

の
方

法
を
不
利
又
は
不
賢

明
な

る
も

の
ざ
す

る
。

四
、
を

は
、
疾
病

、
老

年

、
不

具
、
.及
び
人
生

に
随
生
す

る
他

の
出
來
事

に
謝
し

て
、
通

常
に
し
て
異
議

な

き

壬
下段

を
與

へ
な

い
〇

五
、
そ
温
、
織
綾
的
家
内
的
支
配
-

個
人
的
財
産
の
支
配
に
よ
っ
て
強
歴
的
に
さ
れ
た
る
駈

の
一

に
俘

ふ

偏

見
及

び
厭

制
に
よ

っ
て

、
有
用
な

る
物

質
的

及

び
精
神
的
激

育

の
進

歩

を
妨

げ

る
。
而

し
て
、

そ
は
、
亦
、

斜
里

及

び
技
術

に
於

け

る
進

歩

を
、
個
人
の
利
得

の
爲

め
に
役

立
た

し
む

る
爲

め
に
、
隠

蔽
す

る
の
必
要

よ
b

幽

し
て
、

一
般
的
知
識

の
進

歩
を
妨

げ
る
。」

此

等
の
中

で
タ

ム
ス
ソ
は
、
第

一
の
も

の
を
最
も
人

な

る
弊
害
な

b

ξ
な

し
て
、
そ
れ

に
最
も
彊
烈

な

る
駁
撃

を

加

へ
て

る
る
。

そ
う
し
て
そ
れ

に
就

て
、
次
の
様

な

極

め
て
興
味

あ
る
例
讃
を
擧

げ

て
み

る
Q
轡
者

に
ε

っ
て

は

病
人
を
治
療

す

る
の
が
彼

れ
の
利
金

で
め

る
、
而

か
も
成

る

べ
く
緩
慢

に
且

つ
成

る

べ
く
多

く
の
報
酬

を
得

る
や

う

に
治
療
す

る
の
が

、
彼
.れ
の
利

益
で
あ

る
。
そ
う

で
な

け
れ
ば
、
他

の
讐
者

ざ
競
争

を

し
て
行

く
こ

蔦
が
出
来

な

い
の
で
あ

る
。
病
氣

が
あ

っ
て
そ
れ
が
蔓

延
す

る

の
が
、
総
て

の
讐
者

の
利
益

で
あ

る
。

そ
う

で
な

け
れ
ば
、

卦
晒

苑

沖

リ
ャ

ム
●
タ

ム
ス

ン
の
ム刀
㎜
剛
論

(
二
V

第

+
三
巻

(第

三
號

一
二
三
V
.
四

一
七
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設

苑

井
リ

ヤ
・
ム
タ

ム
ス

ン
の
分

配

訟副
(
二
)

第
十
三
巻

(第
三
號

一
二
四
)

四

一
八

讐

業
は
十

分

の

一
に
も
、
百

分

の

}
に
も
減

少
す

る

で
あ
ら

う
。
だ

か
ら

一
般

の
人

が
食
物

、
空
気
、
清
潔

、
漏

氣
等

の
こ
ε
に
意

を
用
ひ

て
、
健
康

の
保
持

ε

い
ふ

こ
ご

に
努

む

る
や
う

に
警
告
す

る

の
は
、
讐
者

の
利
益

に
反

す

る
行

爲
な

の
で
め

る
。
而

か
も
健

康

の
保

持

ε
い

ふ
こ
ε
は
、
人
類

の
利
益

で

め
る
。
是

に
於

て
、
個
人
の
利

益

は
、
我
利

の
.念

に
よ

っ
て
導

か
る

」
限
り

に
於
て

、
仁
慈
主
義

に
相

反
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
ば
極

端
な

る
例
で
あ

る
け
れ
ご
も
、
兎
も
角
も

、
我

利
我
欲

の
爲

め

に
行

駕
す

る
こ
ε

は
、
全
薩

の
幸
輻

を
進

む

る
所

以

で
な
く

て
、
却

て
之
を
害
す

る
も

の

で
あ
る
、

ざ

い
ふ
こ
己
を
明
白

に
示

し
π

る
も

の
で
あ
る
。

功

利

の
原

則
を
第

一
位
に
置

き
だ
る

タ

ム
ス
ン
が

、
自

由
競
争

主
義

に
伴

ふ
所

の
此

の
弊
害

に
蜀

し
て
、『
個
人
角

.
冨

の
獲
得

の
爲

め
に
、
自

己

の
利
益
を
追

ふ

`
い
ふ

こ
ε
よ
り

し
て
、
殆

ご
総
て

の
悪
徳

ご
犯
罪

ε
が
獲
生
す

る
。

此

の
悪
徳

ざ
犯
罪

ξ
は
、
個
人

の
利
益

が
他

人
の
利
益

に
相
反
す

る
ε

い
ふ
こ

・
.が
止
む

ま
で
は
、
或

る
範
囲

に

於

て
、
織

綾

せ
.ざ

る
を
得

ざ

る
も
の
で
あ
る
。』
ζ
言

へ
る
は
、

ベ
ソ
タ

ム
の
功
利
主
義

に
封
ず

る

一
大
訂
正

で
あ

る
ご
謂
は

ね
ば
な
ら

函
。
.

タ

ム

ス
ソ
が
列
學

し
だ

る
弊
害

の
中
第

二

の
も

の

は
、
婦
人
問
題

に
關
す

る
も

の
で
あ

る
が
、

こ
れ
は
別

の
軍

行
本

(本
論
女
の
緒
書
に
列
睾
さ
れ
た
る
タ

ム
ス
ン
の
著
書
の
第
二
の
も
の
-
一

『
女
子

の
訴

へ
」
一

を
指
す
)

ヘ

ヤ

に
更

に
詳
細

に
諭

せ
ら
れ

て
あ

る
が
故

に
、
薙

に
は

之
を
省

く
。
街

ほ
其
他

の
弊
害

は
、

よ
b
詳
細
に
説

明
す

る

の
必
要

な

か
る

べ
き
を
以
て

.
之
を
へ
省
暮

す

る
で
あ
ら
う
。

自
由
競
争

主
義

が
、
其

の
最
も
良
き
形

に
於

て
、

以
上
列
學

せ
る
が
如

き
長
所

ε
鉄
黙

ε
を
有
す

る

こ
ε
を
観

た

る
復

し
、

タ

ム
ス
ン
は
、
次

に
其

の
根
本
的
見
地

を
易

ふ
る

こ
ε
に
よ

っ
て
、
彼

が
理
想

ご
せ
し
最
大
多
数

の

ヘ

へ

最
大
幸
幅
一

真

の
手
段
ざ
し
て
は
分
配
の
平
等
一

を
達
す

る
こ
ご
が
よ
り
可
能
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
所

の
脛

濟
組
織
を
、
他

に
索

め
や
う

ε
欲

し
た
。

オ
ウ

エ
ノ
主

義

に
よ

る
相
互
協
力

の
耐
曾

に
、
自
ら
共

の
眼

は
向

つ
た

の
で
あ

る
。
.

.

.


